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電源ノイズフィルターの効果(2) 

―LAN系電源― 

 

１．はじめに 

 前報(1)では BZT-9000の電源に適用して効果を認めましたので、今回は LAN系電源

に適用してみました。 

  

２．ノイズフィルターSFU-005Aの試聴方法 

LAN系の機器の電源はタップリベラメンテから取り、各機器の ACアダプターのDC

ケーブルには自作のフィルタライザーをセットしています。これらの ACアダプター

の DCケーブルには、iPurifirer DCをセットしたいところですが、iPurifier DCの

導入(6)で報告しましたように DC 電源差し込み口のマッチングが取れませんでした

ので SFU-005Aの効果に期待したわけです。 

 今回は下記の方法で SFU-005Aの効果を確認してみました。 

①タップリベラメンテのケーブルの前、壁コンセントに SFU-005Aをセットしまし

た。 

②各機器の ACアダプター電源をタップリベラメンテに差し込んだ SFU-005Aから

取りました。機器としては、無線ルーターと CTUについてテストしました。 

   ②-a）無線ルーター 

   ②-b）CTU 

 ①の場合は、光モデム、CTU、および無線ルーターについてすべて SFU-005Aの効

果を受けますが、②-a）では無線ルーターのみ、②-b）では CTUのみが SFU-005A

の効果を受けることになります。 

 なお、前報(1)の BZT-9000の電源のノイズ環境は、かなり良い方の代表として試聴

したのですが、LAN系の電源はリビングキッチンの電話線を光ケーブルに替えた関

係で、冷蔵庫、電磁調理器、食洗機、電子レンジ、TVなどの機器の影響を受けるノ

イズ環境としては悪い方の代表として選びました。 

 音質の評価はベルリンフィルのディジタルコンサートホールの再生でおこないまし

た。 

 

３．ノイズフィルターSFU-005Aの試聴結果 

まず、②-a）の無線ルーターの電源に SFU-005Aを適用した場合ですが、さほど顕

著とは言えませんが、全体に明晰さが増したような感じがします。②-b）の CTUの
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電源に SFU-005Aを適用した場合では、②-a）の無線ルーターの場合と差がありま

せん。 

①のタップリベラメンテのケーブルの前、壁コンセントに SFU-005Aをセットした

場合は、SFU-005Aなしの場合に比べて、音の明晰さがかなりはっきりしてきます。

特にベルリンフィルの大ホールの豊かな低音がこもりがちであったのが、改善されま

した。 

 

４．まとめ 

ノイズフィルターSFU-005Aの効果を LAN系機器の電源で確認できましたので、こ

のまましばらく聴くことにします。 
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